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本学創立 式典110周年
四
百
余
名
が
参
列

本
学
の
創
立
一
一
〇
周
年
記
念
式
典
は
、
六
月
一
日
の
創
立
記
念
日
に

東
京
富
士
見
で
挙
行
さ
れ
た
。
中
国
の
四
川
大
学
華
西
口
腔
医
学
院
の

周
学
東
院
長
へ
の
名
誉
博
士
号
授
与
式
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
。
昨
年

か
ら
発
足
し
た
、
卒
後
五
十
年
・
二
十
五
年
創
立
記
念
式
典
特
別
参
列

制
度
（
ジ
ュ
ビ
リ
ー
５
０
２
５
）
に
よ
り
多
数
の
校
友
が
参
列
し
た
。

午
後
か
ら
は
創
立
記
念
祝
賀
会
が
、
近
く
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

エ
ド
モ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
。（
関
連
記
事
二
面
）

華西口腔医学院の校章

　
日
本
歯
科
大
学
創
立

一
一
〇
周
年
記
念
式
典
は
、

創
立
以
来
の
伝
統
で
あ
る
神

式
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ

た
。
式
場
の
生
命
歯
学
部
富

士
見
ホ
ー
ル
に
は
、
本
学
関

係
者
と
と
も
に
、
卒
後
五
十

年
を
迎
え
た
五
十
五
回
卒
、

二
十
五
年
の
八
十
回
卒
の
校

友
会
員
な
ど
四
百
余
名
が
参

列
し
た
。
定
刻
の
午
前
十
時

三
十
分
、
高
橋
孝
幸
庶
務
部

長
が
開
式
を
宣
し
た
。

　
築
土
神
社
の
神
職
に
よ
り

神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
中
原

泉
理
事
長
・
学
長
が
神
前
に

進
み
出
て
、
玉
串
を
奉
奠
す

る
と
参
列
者
は
一
礼
二
拍
手

一
礼
を
も
っ
て
同
拝
し
た
。

参
列
者
を
代
表
し
て
、
中
原

貴
、
沼
部
幸
博
、
藤
井
一

維
、
湯
浅
太
郎
の
各
理
事
、

近
藤
勝
洪
校
友
会
長
が
お
の

お
の
神
前
に
玉
串
を
捧
げ

た
。

　
撒
餞
、
昇
神
を
終
え
て
神

職
が
退
場
。
壇
上
を
整
備
し

た
の
ち
、
中
原
理
事
長
は
式

辞
の
な
か
で
、
東
京
の
千
代

田
区
は
わ
が
国
の
歯
科
教
育

機
関
の
発
祥
の
地
で
あ
る
と

述
べ
、
歯
科
界
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
卒
業
生
た

ち
を
紹
介
し
た
の
ち
、
今
年

の
ミ
ス
ユ
ニ
バ
ー
ス
日
本
代

表
に
生
命
歯
学
部
の
女
子
学

生
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
ふ
れ

る
と
、
会
場
内
か
ら
拍
手
が

湧
き
起
っ
た
。

　
次
い
で
近
藤
勝
洪
校
友
会

会
長
は
、「
日
本
歯
科
大
学

は
今
年
創
立
一
一
〇
周
年
を

迎
え
る
と
同
時
に
、
創
立
者

の
中
原
市
五
郎
先
生
の
生
誕

一
五
〇
年
に
あ
た
る
。
こ
の

二
つ
の
慶
事
を
盛
大
に
お
祝

い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、

校
友
会
で
は
十
月
二
十
二
日

に
帝
国
ホ
テ
ル
で
全
国
校
友

大
会
を
開
催
す
る
。
当
日
は

記
念
式
典
、
記
念
講
演
、

記
念
祝
賀
会
に
全
国
か
ら

千
八
百
名
を
越
え
る
会
員
の

先
生
方
が
出
席
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
こ
ぞ
っ
て
大
学
の

発
展
を
お
祈
り
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
今
年
の
四
月
に
は
、
熊
本

地
方
に
震
度
七
を
越
え
る
大

地
震
が
発
生
し
た
。
校
友
会

で
は
対
策
本
部
を
立
ち
上

げ
、
西
村
正
美
校
友
会
副
会

長
を
お
見
舞
い
に
派
遣
し

た
。
義
援
金
窓
口
を
校
友
会

で
設
置
し
、
義
援
金
を
募
集

し
て
い
る
の
で
是
非
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
本
日
の
式
典
に
は
、

特
別
参
列
制
度
、ジ
ュ
ビ
リ
ー

５
０
２
５
で
参
加
さ
れ
て
い

る
先
生
が
沢
山
お
ら
れ
る
。

卒
業
後
五
十
年
が
五
十
五
回

卒
、
二
十
五
年
が
八
十
回
卒

業
の
先
生
方
で
あ
る
。
今
日

は
母
校
の
発
展
し
た
姿
を
よ

く
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
日

本
歯
科
大
学
は
優
れ
た
先
見

性
の
あ
る
指
導
者
の
も
と
で

発
展
を
続
け
て
い
る
。
校
友

会
、
そ
し
て
校
友
は
自
分
が

学
び
過
ご
し
た
大
学
と
と
も

に
歩
み
続
け
る
こ

と
を
誓
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
次
に
名
誉
博
士

号
授
与
式
に
う
つ

る
。
中
原
学
長
よ

り
四
川
大
学
華
西

口
腔
医
学
院
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
、
院
長
の

周
学
東
先
生
に
第
十
九
号
の

名
誉
博
士
号
の
学
位
記
、
口

腔
病
理
学
主
任
教
授
の
陳
宇

先
生
に
名
誉
客
員
教
授
の
称

号
が
授
与
さ
れ
た
。

　
学
位
記
授
与
の
あ
と
、
華

西
口
腔
医
学
院
か
ら
本
学
に

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
こ

こ
で
周
名
誉
博
士
が
謝
辞
を

述
べ
、
陳
先
生
が
通
訳
し
た
。

　
次
い
で
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
賞
授
与
式
が
行
わ
れ

た
。
三
年
間
の
学
生
評
価
等

の
最
優
秀
者
で
あ

る
附
属
病
院
矯
正

歯
科
の
安
藤
文
人

准
教
授
と
、
新
潟

生
命
歯
学
部
物
理

学
の
小
野
裕
明
准

教
授
に
、
学
長
よ

り
表
彰
状
が
贈
呈

さ
れ
た
。

　
お
わ
り
に
永
年

勤
続
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
三
十
年
勤

続
十
二
名
、
二
十

年
勤
続
二
十
四
名

が
壇
上
に
あ
が

り
、
代
表
者
に
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。
表
彰

者
を
代
表
し
て
、
生
命
歯
学

部
衛
生
学
講
座
の
福
田
雅
臣

教
授
が
謝
辞（
後
掲
）を
述
べ

　
四
川
大
学
華
西
口
腔
医
学

院
は
、
中
国
で
最
古
の
歯
学

部
で
あ
る
。
本
学
は
昭
和

六
十
年
に
姉
妹
校
を
提
携
し

た
。
今
か
ら
三
十
一
年
前
で

あ
る
。
私
は
二
〇
〇
〇
年
の

創
立
九
十
周
年
に
招
待
を
受

け
、
名
誉
教
授
の
称
号
を
頂

戴
し
た
。
そ
の
時
に
は
周
学

東
先
生
が
院
長
（
歯
学
部

長
）
に
就
任
し
て
新
し
い
病

院
、
学
部
を
次
々
に
建
設
さ

れ
、
中
国
一
の
近
代
的
な
歯

学
部
に
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　
平
成
二
十
四
年
に
は
歴
史

に
造
詣
の
深
い
先
生
は
、
構

内
に
中
国
口
腔
医
学
博
物
館

を
開
館
さ
れ
、
本
学
新
潟
の

医
の
博
物
館
と
姉
妹
館
の
調

印
を
し
た
。
さ
ら
に
平
成

二
十
六
年
に
は
、
本
学
が
開

発
し
た
患
者
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ム

ロ
イ
ド
二
台
を
購
入
さ
れ
、

私
と
羽
村
歯
学
部
長
は
披
露

式
に
参
列
し
た
。
こ
の
よ
う

に
華
西
口
腔
医
学
院
と
本
学

は
、
三
十
年
に
わ
た
っ
て
交

流
を
続
け
固
い
友
情
を
も
っ

て
結
ば
れ
て
き
た
。
陳
宇
先

生
は
日
本
に
十
年
間
留
学
さ

れ
て
、
日
本
語
は
日
本
人
よ

り
上
手
だ
。
年
は
違
う
が
、

私
の
大
の
仲
良
し
で
あ
る
。

　
三
十
年
と
言
う
と
私
の
人

生
の
半
分
に
な
る
。
学
生
の

と
き
か
ら
四
十
年
間
飯
田
橋

に
通
っ
て
い
る
が
、
富
士
見

町
界
隈
と
日
本
歯
科
大
学
は

大
き
く
発
展
し
変
化
し
た
。

早
稲
田
通
り
を
見
つ
め
、
私

た
ち
を
見
守
る
中
原
市
五
郎

先
生
の
銅
像
と
駅
前
の
体
育

館
の
ほ
か
は
、
す
べ
て
新
し

く
な
っ
た
。

　
三
十
年
の
中
で
私
に
と
っ

て
一
番
の
思
い
出
は
、
就
職

し
て
五
年
後
の
ト
ゥ
ル
ク
大

学
へ
の
留
学
で
あ
る
。
当
初

は
一
年
間
の
予
定
だ
っ
た
が
、

主
任
教
授
が
ト
ゥ
ル
ク
大
学

の
歯
学
部
長
あ
て
に
、
留
学

中
の
私
の
夢
を
叶
え
て
も
ら

え
る
な
ら
ば
、
あ
と
半
年
間

面
倒
を
み
て
ほ
し
い
、
と
手

紙
を
送
っ
て
く
れ
た
。
こ
の

夢
と
は
何
な
の
か
、
三
十
年

間
奉
職
で
き
た
の
も
一
つ
の

夢
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
日
表
彰
を
受
け
た
者
た
ち

の
思
っ
て
い
る
す
べ
て
の
夢

は
、
日
本
歯
科
大
学
の
さ
ら

な
る
発
展
で
あ
る
。
私
た
ち

は
そ
れ
を
夢
見
て
、
こ
れ
か

ら
も
職
務
に
努
め
た
い
。

（
表
彰
者
代
表
・
福
田
雅
臣
）

三
十
年
来
の
姉
妹
校

学
長
　
中
原 

泉

叶
え
ら
れ
た
夢

中
原
理
事
長
よ
り
永
年
勤
続
代
表
者
に

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た

△記念品を手渡す周名誉博士(中央)、右は陳名誉客員教授

◁（左写真）全国校友大会への参加を呼びかける近藤会長

創立110周年に立ち会えた喜びを語る中原泉理事長･学長

た
。
来
賓
と
し
て
参
列
さ
れ

た
名
誉
教
授
が
紹
介
さ
れ
た

あ
と
、
校
歌
を
斉
唱
し
午
前

十
一
時
四
十
分
に
閉
式
し
た
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０１６年（平成２８年）７月３０日 （２）第６３７号

祝

　創
立
１
１
０
周
年

　ジ
ュ
ビ
リ
ー
５
０
２
５

☆
歯
科
医
学
校
発
祥
の
地

　
日
本
歯
科
大
学
は
本
年
創

立
一
一
〇
周
年
を
迎
え
た
。

教
職
員
と
校
友
、
そ
し
て

ジ
ュ
ビ
リ
ー
５
０
、
ジ
ュ
ビ

リ
ー
２
５
の
先
生
方
と
一
緒

に
、
一
一
〇
周
年
記
念
式
典

に
立
ち
会
え
た
こ
と
を
大
変

喜
ん
で
い
る
。

　
本
学
の
創
立
当
時
、
こ
の

富
士
見
町
か
ら
は
遥
か
秀
麗

富
士
が
望
め
た
。
本
学
に
近

い
法
政
大
学
脇
の
富
士
見
坂

で
は
、
江
戸
時
代
に
近
隣
の

人
は
冠
雪
い
た
だ
く
富
士
の

絶
景
を
愛
で
た
と
言
う
。
今

で
も
靖
国
通
り
の
九
段
坂
上

か
ら
、
西
に
富
士
山
、
東
に

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
仰
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。

中
原 

泉 

理
事
長
・
学
長 

式
辞

　
創
立
者
の
中
原
市
五
郎
先

生
は
、
明
治
四
十
年
七
月
二

日
に
東
京
市
麴
町
区
大
手
町

一
丁
目
一
番
地
に
共
立
歯
科

医
学
校
を
開
校
し
た
。
同
年

十
月
六
日
に
神
田
区
雉
子
町

三
十
四
番
地

に
移
転
し
た

あ
と
、
明
治

四
十
二
年
六

月
一
日
に
麴
町
区
富
士
見
町

六
丁
目
三
番
地
に
本
拠
地
を

定
め
、
校
名
を
日
本
歯
科
医

学
校
と
改
め
た
。
こ
の
日
が

本
学
の
創
立
記
念
日
と
な
っ

た
。

　
こ
の
よ
う
に
中
原
市
五
郎

先
生
は
学
校
の
所
在
地
と
し

て
選
ん
だ
の
は
、
い
ず
れ
も

皇
居
の
内
濠
と
外
濠
の
間
の

地
の
利
だ
っ
た
。
麴
町
区
か

ら
改
称
さ
れ
た
千
代
田
区

は
、
わ
が
国
歯
科
学
校
の
発

祥
の
地
と
な
っ
た
。

　
文
科
省
は
近
年
、
大
学
認

証
評
価
と
し
て
大
学
か
ら
生

み
出
さ
れ
る
結
果
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の

結
果
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響

力
と
い
う
成
果
＝
ア
ウ
ト
カ

ム
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ

ち
卒
業
生
が
社
会
に
お
い
て

い
か
に
活
動
し
て
い
る
か
、

そ
う
い
う
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価

を
目
指
し
て
い
る
よ
う
だ
。

☆
歯
科
界
の
リ
ー
ダ
ー

　
現
在
約
一
万
二
千
名
の
本

学
卒
業
生
が
全
国
津
々
浦
々

に
お
い
て
歯
科
医
療
の
担
い

手
と
し
て
、
患
者
福
祉
に
尽

力
し
て
い
る
。
た
め
ら
わ
ず

に
申
し
上
げ
る
と
、
こ
の
う

ち
次
の
先
生
方
が
本
年
六
月

現
在
、
歯
科
界
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
要
職
に
あ
る
。

　
日
本
歯
科
医
師
会
会
長
＝

堀
憲
郎
先
生
・
第
六
十
八

回
卒
、
日
本
歯
科
医
学
会

会
長
＝
住
友
雅
人
先
生
・
第

五
十
八
回
卒
、
日
本
歯
科
医

師
連
盟
会
長
＝
髙
橋
英
登
先

生
・
第
六
十
六
回
卒
、
日
本

学
校
歯
科
医
会
会
長
＝
丸
山

進
一
郎
先
生
・
第
六
十
六
回

卒
、
日
本
歯
科
医
学
会
連
合

理
事
長
＝
住
友
雅
人
先
生
・

第
五
十
八
回
卒
、
８
０
２
０

推
進
財
団
理
事
長
＝
堀
憲
郎

先
生
・
六
十
八
回
卒
、
参

議
院
議
員
西
村
正
美
先
生
・

七
十
八
回
卒
、
加
え
て
本
学

内
科
学
の
三
ッ
林
裕
巳
教
授

は
衆
議
院
議
員
、
厚
生
労
働

大
臣
政
務
官
を
務
め
て
い
る
。

図
ら
ず
も
本

学
に
そ
ろ
っ

た
こ
の
七
冠

は
、
本
学
か

ら
の
有
為
な
人
材
の
輩
出
を

示
し
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
本

学
の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
何
よ
り

の
証
明
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

☆
学
閥
か
ら
人
材
の
時
代
に

　
見
方
を
変
え
れ
ば
、
こ
の

日
歯
大
一
色
の
様
相
は
、
明

治
以
来
続
い
た
学
閥
の
時
代

が
終
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
学
閥
の
時
代
で
あ

れ
ば
偶
々
で
あ
っ
て
も
、
一

校
が
ト
ッ
プ
を
独
占
す
る
と

い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か

ら
だ
。
近
時
本
学
出
身
の
逸

材
が
各
所
で
推
さ
れ
選
ば

れ
、
要
職
に
就
い
て
い
る
。

今
や
出
身
校
に
関
わ
り
な

く
、
人
材
の
時
代
に
な
っ
た

と
言
っ
て
よ
い
と
思
う
。

　
と
も
か
く
私
は
本
学
創
立

一
一
〇
周
年
に
立
ち
会
え
た

こ
と
を
大
き
な
喜
び
と
し
、

本
学
を
継
承
さ
れ
て
き
た
先

人
の
方
々
に
衷
心
よ
り
感
謝

を
捧
げ
る
。

　
な
お
終
り
に
慎
み
つ
つ
も

今
年
の
本
学
の
ト
ピ
ッ
ク

を
も
う
一
つ
挙
げ
れ
ば
、

生
命
歯
学
部
の
女
子
学
生
が

２
０
１
６
年
ミ
ス
・
ユ
ニ

バ
ー
ス
の
日
本
代
表
に
選
ば

れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
日
本
歯
科
大
学
と
華
西
口

腔
医
学
院
は
、
す
で
に
三
十

年
の
歴
史
を
も
つ
姉
妹
校
と

し
て
交
流
を
続
け
て
い
る
。

私
は
二
十
二
年
前
に
華
西
口

腔
医
学
院
の
院
長
に
就
任

し
、
貴
学
の
中
原
理
事
長
・

学
長
と
と
も
に
友
好
の
発
展

に
大
き
な
努
力
を
し
た
。

　
華
西
口
腔
医
学
院
と
日
本

歯
科
大
学
は
、
と
も
に
ア
ジ

ア
で
一
番
歴
史
が
長
く
、
一

番
活
躍
し
て
い
る
歯
科
大
学

で
あ
る
。
来
年
は
華
西
口
腔

医
学
院
は
一
一
〇
年
の
記
念

式
典
を
挙
行
す
る
。
謙
遜
せ

ず
に
言
え
ば
、
両
校
と
も
世

界
で
最
も
卓
越
し
た
歯
科
大

学
な
の
だ
。

　
中
原
泉
先
生
は
歴
史
家
と

し
て
、
大
学
人
の
鑑
と
し
て

た
い
へ
ん
尊
敬
で
き
る
人
柄

で
あ
る
。
日
本
歯
科
大
学

と
、
華
西
口
腔
医
学
院
が
共

同
し
て
、
共
通
の
発
展
と
繁

栄
に
努
力
す
る
こ
と
が
、
ア

ジ
ア
の
、
そ
し
て
世
界
の
歯

科
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

世界で優れた歯科大学
日本歯科大学名誉博士　周学東

華
西
口
腔
医
学
院
は
、
カ

　
　
　
ナ
ダ
の
歯
科
医
師
リ

ン
ゼ
イ
（
林
則
）
に
よ
り

一
九
〇
七
年
、
四
川
省
の
成

都
に
設
立
さ
れ
た
。
中
国
で

最
も
歴
史
が
あ
る
歯
科
医
育

機
関
で
あ
る
。
二
〇
○
一
年

に
華
西
医
科
大
学
か
ら
四
川

大
学
に
組
織
変
更
に
な
っ
た

と
き
、
医
学
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
医
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス

の
蛇
杖
とDental
の
Ｄ
の
字

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
現
在
の

校
章
を
制
定
し
た
。

校友会名誉会員、左から斎藤貞雄(34回)、
朝比奈敏行(37回)、光安一夫(47回）の各先生

創
立
110
周
年
記
念
祝
賀
会

　
午
後
一
時
よ
り
飯
田
橋
の

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ

ド
モ
ン
ト
「
悠
久
」
に
お
い

て
、
創
立
記
念
式
典
祝
賀
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　
中
原
泉
理
事
長
・
学
長

は
、「
昨
年
か
ら
本
学
の
記

念
祝
賀
会
と
、
校
友
会
主
催

の
ジ
ュ
ビ
リ
ー
５
０
２
５
と

の
合
同
パ
ー
テ
ィ
を
や
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
始
め
た
。
昨

年
は
五
十
四
回
と
七
十
九

回
、
今
年
は
五
十
五
回
と

八
十
回
の
卒
業
生
の
方
々
で

あ
る
。
五
十
五
回
卒
の
先
生

方
は
、
私
よ
り
一
年
下
な
の

で
全
部
と
は
言
わ
な
い
が
、

大
よ
そ
顔
と
名
前
は
わ
か

る
。
本
日
は
創
立
記
念
祝
賀

会
と
い
う
よ
り
は
、
ジ
ュ
ビ

リ
ー
の
先
生
方
の
パ
ー
テ
ィ

な
の
で
、
大
い
に
旧
交
を
温

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

　
つ
づ
い
て
乾
杯
の
発
声

に
立
っ
た
近
藤
勝
洪
校
友

会
長
は
、「
ジ
ュ
ビ
リ
ー

５
０
２
５
は
、
昨
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
今
年
は
昨

年
に
も
ま
し
て
素
晴
ら
し
い

会
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
創

立
記
念
式
典
参
列
制
度
は
、

大
学
の
理
解
と
協
力
が
な
け

れ
ば
で
き
な
い
行
事
で
あ

り
、
来
年
は
五
十
六
回
、

八
十
一
回
と
繋
が
っ
て
い
く
」

と
述
べ
、
五
月
二
十
八
日
に

開
催
さ
れ
た
校
友
会
総
会

で
、
三
十
四
回
卒
の
斎
藤
貞

雄
先
生
が
、
校
友
会
名
誉
会

員
に
推
戴
さ
れ
た
と
紹
介
し

た
。

卒
業
生
の
社
会
的
ア
ウ
ト
カ
ム

◁
参
議
院
議
員
・
西
村
正
美
校
友
会
副
会
長

▷
厚
労
大
臣
政
務
官
・
三
ッ
林
裕
巳
教
授

創
立
記
念
式
典
の
参
列
者
た
ち

６
月
１
日
・
富
士
見
ホ
ー
ル
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教職員ボランティアが校庭を清掃新
潟

☆
三
十
年
勤
続
表
彰

〈
生
命
歯
学
部
〉

松
岡
孝
典
（
生
物
学
）

福
田
雅
臣
（
衛
生
学
）

宮
坂
孝
弘
（
口
腔
外
科
学
）

北
田
加
代
美
（
内
科
学
）

〈
附
属
病
院
〉

横
澤
　
茂
（
総
合
診
療
科
３
）

石
田
鉄
光
（
総
合
診
療
科
４
）

杉
浦
幹
則
（
歯
科
技
工
室
）

内
藤
　
明
（
歯
科
技
工
室
）

麻
見
千
登
世（
歯
科
衛
生
士
室
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

種
村
　
潔
（
化
学
）

福
井
佳
代
子
（
薬
理
学
）

〈
新
潟
病
院
〉

榎
　
佳
美
（
歯
科
衛
生
科
）

☆
二
十
年
勤
続
表
彰

〈
学
校
法
人
〉

永
年
勤
続
者

軍手やビニール袋を用意して、校庭を清掃

　
学
内
校
友
会
（
志
賀
博
会

長
）
の
企
画
と
し
て
、「
創

立
者
中
原
市
五
郎
先
生
生
誕

一
五
〇
年
記
念
特
別
講
演

会
」が
、五
月
中
旬
に
両
学
部

で
開
催
さ
れ
た
。
生
命
歯
学

部
で
は
五
月
十
二
日
午
後
六

時
三
十
分
よ
り
富
士
見
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
新
潟
生
命
歯

学
部
で
は
午
後
五
時
三
十
分

よ
り
講
堂
に
お
い
て
、
下
記

の
演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
、

多
く
の
教
職
員
、
学
生
、
本

学
関
係
者
が
聴
講
し
た
。

　
中
原
泉
学
長
は
講
演
で
、

東
京
と
新
潟
に
建
立
さ
れ

た
中
原
市
五
郎
先
生
の
銅

像
除
幕
式
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

つ
い
て
語
っ
た
。
両
会
場

で
は
、
一
九
五
三
年
（
昭
和

二
十
八
）
三
月
に
挙
行
さ
れ

た
、
中
原
市
五
郎
先
生
の

十
三
回
忌
法
要
と
銅
像
除
幕

式
、
記
念
学
会
を
収
録
し

た
動
画
が
上
映
さ
れ
た
。
こ

れ
は
東
京
港
区
の
石
川
行
男

先
生
（
三
十
五
回
卒
）
が
撮

影
し
た
六
十
三
年
前
の
貴
重

な
映
像
で
、
医
の
博
物
館
に

保
管
さ
れ
て
い
た
十
六
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
映
画
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に

複
製
し
た
も
の
。

　
カ
メ
ラ
は
旧
附
属
病
院
の

屋
上
か
ら
、
戦
後
八
年
目
の

飯
田
橋
の
遠
景
を
映
し
出

す
。
早
稲
田
通
り
を
行
き
か

う
人
た
ち
、
大
学
の
正
面
入

口
に
は
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
、

参
会
者
た
ち
を
出
迎
え
る
。

受
付
に
溢
れ
る
人
の
列
。
記

帳
を
す
ま
せ
談
笑
す
る
顔
。

場
面
は
一
転
し
て
旧
本
館
講

堂
で
の
法
要
に
。
中
原
實
名

誉
学
長
を
は
じ
め
遺
族
が
焼

香
す
る
場
面
が
現
れ
る
。
友

人
代
表
と
し
て
八
十
四
歳
の

小
林
忠
三
郎
翁
が
追
憶
談
を

読
み
上
げ
る
…
。

　
モ
ノ
ク
ロ
の
無
声
映
画
な

が
ら
、
淡
々
と
記
録
さ
れ
た

映
像
に
参
加
者
か
ら
嘆
声
が

も
れ
た
。

　
つ
い
で
、
一
昨
年
校
友
会

が
刊
行
し
た
『
考
証
中
原
市

五
郎
史
伝
』
を
基
に
、
編
纂

に
あ
た
っ
た
各
演
者
か
ら
、

中
原
市
五
郎
先
生
の
業
績
に

つ
い
て
講
演
が
あ
っ
た
。

　
中
原
市
五
郎
先
生
は
、

『
デ
ン
タ
ル
コ
ス
モ
ス
』
誌

に
、
口
蓋
皺
襞
に
関
す
る

論
文
や
、
歯
科
医
師
の
死
亡

診
断
書
作
成
問
題
に
つ
い

て
投
稿
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
今
回
の
伝
記
編
纂
過
程

に
お
い
て
初
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。
上
顎
義
歯
床
に
パ

ラ
フ
ィ
ン
ワ
ッ
ク
ス
に
よ
っ

て
口
蓋
皺
襞
を
付
与
し
た
と

い
う
論
考
は
、
一
八
九
三
年

（
明
治
二
十
六
年
）
の
デ
ン

タ
ル
コ
ス
モ
ス
誌
に
掲
載
さ

れ
、
日
本
人
と
し
て
は
初
め

て
同
誌
へ
の
論
文
投
稿
と

な
っ
た
。

創
立
者
の
偉
業
を
語
る
…

５
月
に
東
京
と
新
潟
で
記
念
講
演
会

１）生い立ち・学校歯科　　青柳裕易校友会副会長

２）創立者銅像除幕　　　　中原泉理事長・学長

３）研究者としての業績　　藤井重壽校友会副会長

４）日本食養道　　　　　　志賀博学内校友会長

５）歯科の業権確立

　①静脈注射と軍陣歯科　　青柳裕易校友会副会長

　②死亡診断書　　　　　　小島静二伝記編纂委員会

　　　　　　　　　　　　　副委員長

　
六
月
一
日
の
本
学
創
立
記
念
日

の
日
、
新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、

有
志
に
よ
り
グ
ラ
ン
ド
と
校
庭
の

除
草
、
ゴ
ミ
の
清
掃
が
行
わ
れ

た
。
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

参
加
し
た
の
は
、
教
職
員
と
学
生

を
あ
わ
せ
約
一
五
〇
名
。
午
前
十

時
か
ら
新
潟
キ
ャ
ン
パ
ス
の
浜
浦

小
学
校
側
の
グ
ラ
ン
ド
と
構
内
の

職
員
駐
車
場
、
体
育
館
や
四
・
五

号
館
、
八
号
館
、
講
堂
裏
な
ど
、

校
庭
の
清
掃
作
業
を
行
っ
た
。

川
畑
真
由
美
（
校
友
会
・
歯

学
会
室
）

〈
生
命
歯
学
部
〉

春
原
正
隆
（
解
剖
学
Ⅰ
）

佐
伯
周
子
（
生
理
学
）

佐
藤
か
お
り
（
病
理
学
）

髙
橋
幸
裕
（
微
生
物
学
）

柵
木
寿
男
（
接
着
歯
科
学
）

生
澤
伸
幸
（
庶
務
部
）

中
島
淑
絵
（
用
度
営
繕
部
）

〈
附
属
病
院
〉

梅
津
糸
由
子
（
小
児
歯
科
）

中
山
和
治
（
病
院
事
務
部
）

岩
田
貴
子
（
歯
科
衛
生
士
室
）

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

佐
藤
義
英
（
生
理
学
）

岡
田
康
男
（
病
理
学
）

田
中
　
彰
（
口
腔
外
科
学
）

橋
本
和
泉
（
庶
務
部
）

〈
新
潟
病
院
〉

二
宮
一
智
（
総
合
診
療
科
）

海
老
原
隆
（
総
合
診
療
科
）

若
木
　
卓
（
総
合
診
療
科
）

戸
谷
収
二
（
口
腔
外
科
）

大
橋
　
誠
（
歯
科
麻
酔
・
全

身
管
理
科
）

本
間
い
ず
み
（
看
護
科
）

渡
部
　
泉
（
歯
科
衛
生
科
）

〈
医
科
病
院
〉

梅
澤
　
幸
（
看
護
科
）

〈
東
京
短
期
大
学
〉

須
田
真
理
（
歯
科
衛
生
学
科
）

（
設
置
）

新
潟
生
命
歯
学
部
に
（
寄
附

組
織
改
編

講
座
）
食
育
・
健
康
科
学
講

座
を
設
置
す
る

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日本

学

農
学
修
士�

中
野
　
智
子

客
員
教
授
を
委
嘱
す
る
（
新

潟
生
命
歯
学
部
（
寄
附
講

座
）
食
育
・
健
康
科
学
講
座
）

教
　
　
授�

小
松
﨑
　
明

博
士（
歯
学
）

新
潟
生
命
歯
学
部
（
寄
附
講

座
）
食
育
・
健
康
科
学
講
座

併
任
を
命
ず
る
（
新
潟
生
命

辞
　
　
令

歯
学
部
衛
生
学
講
座
）

准

教

授�

二
宮
　
一
智

博
士（
歯
学
）

新
潟
生
命
歯
学
部
（
寄
附
講

座
）
食
育
・
健
康
科
学
講
座

併
任
を
命
ず
る
（
新
潟
病
院

総
合
診
療
科
）

准

教

授�

戸
谷
　
収
二

博
士（
歯
学
）

新
潟
生
命
歯
学
部
（
寄
附
講

座
）
食
育
・
健
康
科
学
講
座

併
任
を
命
ず
る
（
新
潟
病
院

口
腔
外
科
）

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日

�

本
学

�

櫻
井
　
康
子

医
療
職
員（
看
護
師
）と
し
て

採
用
す
る（
附
属
病
院
看
護
部
）

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日

�

本
学

�

平
山
　
歩
美

医
療
職
員（
看
護
師
）と
し
て

採
用
す
る（
新
潟
病
院
看
護
科
）

�

石
山
文
美
波

医
療
職
員（
看
護
師
）と
し
て

採
用
す
る（
医
科
病
院
看
護
科
）

平
成
二
十
八
年
八
月
一
日

�

本
学

　
二
〇
一
二
年
に
日
本
歯
科

大
学
校
友
会
で
は
特
別
委
員

会
と
し
て
「
創
立
者
伝
記
編

纂
委
員
会
」
を
設
置
し
、
一

昨
年
二
〇
一
四
年
の

六
月
、『
考
証
　
中

原
市
五
郎
史
伝
』
を
刊
行
し

た
。
同
書
は
本
篇
二
二
〇

ペ
ー
ジ
、
資
料
篇
九
十
六

ペ
ー
ジ
で
、
一
次
資
料
を
用

い
て
創
立
者
中
原
市
五
郎
先

生
の
生
き
た
時
代
と
歯
科
界

を
活
写
し
て
い
る
。

　
国
立
公
文
書
館
や
東
京
都

公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
各
種
文
書
、
当
時
の
新
聞

や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
伝
記

と
は
異
な
る
中
原
市
五
郎
像

を
多
面
的
に
浮
か
び
あ
が
ら

せ
た
。

　
限
定
出
版
の
た
め
、
本
学

と
各
界
の
関
係
者
に

配
付
し
た
ほ
か
、
希

望
者
に
は
有
償
頒
布
し
た

が
、
今
ま
で
の
歯
科
の
歴
史

を
塗
り
替
え
る「
史
伝
」と
し

て
高
い
評
価
を
う
け
て
い
る
。

「
考
証 

中
原
市
五
郎
史
伝
」

　
法
要
は
三
月
二
十
一
日
、

除
幕
式
と
記
念
学
会
は
三
月

二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
。
銅

像
は
昭
和
四
年
に
建
立
さ
れ

た
が
、
戦
争
中
の
昭
和
十
九

年
に
金
属
供
出
さ
れ
、
二
十

八
年
に
な
っ
て
、
校
友
や
教

職
員
、
学
生
の
拠
出
金
に
よ

り
、
製
作
者
の
朝
倉
文
夫
氏

が
原
型
か
ら
再
鋳
造
し
た
。

　
ま
た
十
三
回
忌
法
要
を
記

念
し
て
Ａ
５
判
の
小
冊
子

「
中
原
市
五
郎
先
生
略
伝
」

が
刊
行
配
布
さ
れ
た
こ
と
、

昭
和
六
年
に
パ
リ
の
第
八
回

万
国
歯
科
医
学
大
会
（
Ｆ
Ｄ

Ｉ
）
に
、
創
立
者
が
出
席
し

た
と
き
の
記
録
映
画
が
上
映

さ
れ
た
と
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

●
…
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
三
月
発
行
の
本
紙

第
四
十
号
は
、「
創
立
者
の
徳
を
偲
ぶ
　
盛
ん
な
る
追

憶
の
調
べ
」
と
題
し
、
六
十
三
年
前
の
中
原
市
五
郎
先

生
十
三
回
忌
法
要
や
銅
像
除
幕
式
な
ど
を
報
じ
た
…
●

学
生
や
教
職
員
の
登
下
校
を
見
守
る
中
原
市
五
郎
先
生
像

昭和62年夏・東京富士見(『懐かしの旧附属病院』より）

日本歯科大学新聞第40号 (当時は現在の倍の大きさのブランケット版）



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （４）第６３７号２０１６年（平成２８年）７月３０日

新潟で創立110周年記念市民公開講座
　
本
学
創
立
一
一
〇
周
年
を

記
念
し
、
七
月
三
十
日
に
市

民
公
開
講
座
が
新
潟
生
命
歯

学
部
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
部
は
「
ニ
ュ
ー
ス
の

現
場
か
ら
」
と
題
し
て
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
報
道
局
記
者
主
幹
で
、

「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
オ
ッ
チ
９
」

の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務

め
て
い
た
大
越
健
介
氏
。
新

潟
で
も
三
十
度
を
越
す
炎
暑

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
員

四
〇
〇
人
の
講
堂
は
補
助
席

が
出
る
ほ
ど
盛
況
だ
っ
た
。

　
大
越
記
者
は
県
立
新
潟
高

等
学
校
の
出
身
で
、
高
校
時

代
や
東
京
大
学
在
学
中
に
は

野
球
部
の
エ
ー
ス
と
し
て
活

躍
し
た
。
本
学
医
科
病
院
長

の
大
越
章
吾
教
授
（
内
科

学
）
の
実
弟
で
あ
る
。
講
演

で
は
テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の

語
り
口
に
、
辛
口
の
コ
メ
ン

ト
を
交
え
て
国
内
外
の
状
況

や
取
材
で
の
体
験
談
等
を
語

り
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た

市
民
の
共
感
を
得
た
。

　
第
二
部
は
「
超
高
齢
社
会

を
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

二
人
の
演
者
が
講
演
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
二
〇
一
二

年
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
認
知

症
高
齢
者
は
、
全
国
で
約

四
六
二
万
人
、
軽
度
認
知
障

害
、
い
わ
ゆ
る
予
備
軍
は
約

四
〇
〇
万
人
で
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
人
口
の
四
人

に
一
人
が
認
知
症
、
ま
た
は

そ
の
予
備
軍
と
な
る
。
超
高

齢
社
会
の
到
来
に
伴
い
、
認

知
症
と
歯
科
医
療
に
つ
い

て
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
新
潟
生
命
歯
学
部
公
開
講

座
委
員
会
が
企
画
し
た
。

　
演
者
と
演
題
は
次
の
通
り
。

○
歯
科
と
認
知
症

名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
医

学
研
究
科
病
態
生
化
学
分
野

道
川
誠
教
授

○
「
口
腔
ケ
ア
」
＝
「
歯
磨

き
」
で
は
な
い
ん
で
す
！

～
お
口
の
健
康
長
寿
を
目
ざ

し
て
今
か
ら
で
き
る
こ
と
～

日
本
歯
科
大
学
新
潟
病
院
訪

問
歯
科
口
腔
ケ
ア
科

�

白
野
美
和
准
教
授

　
道
川
教
授
は
、
歯
周
病
と

認
知
症
の
関
連
性
を
は
じ

め
、
認
知
症
の
背
景
疾
患
と

し
て
一
番
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
正
し
い
理
解
、
治

療
薬
開
発
の
最
前
線
な
ど
に

つ
い
て
医
科
の
立
場
か
ら
解

説
し
た
。

　
次
い
で
、
訪
問
歯
科
診
療

の
現
場
で
は
、
ど
の
よ
う
に

認
知
症
患
者
と
向
き
合
っ
て

い
る
の
か
。
第
一
線
で
活
躍

す
る
白
野
准
教
授
が
、
超
高

齢
社
会
で
の
訪
問
歯
科
診
療

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
講
演
後
、
各
演
者
に
は
、

日
本
歯
科
大
学
か
ら
の
感
謝

状
と
記
念
品
が
、
関
本
恒
夫

新
潟
生
命
歯
学
部
長
よ
り
手

渡
さ
れ
た
。

タイムリーな講演に聞き入る聴講者たち

　
生
命
歯
学
部
図
書
館
の
一

階
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決

め
て
所
蔵
図
書
を
展
示
し
て

い
る
。

　
六
月
に
は
中
原
市
五
郎
先

生
生
誕
一
五
〇
年
記
念
特
別

展
示
と
し
て
、
先
生
の
著
作

物
や
伝
記
、
関
連

資
料
な
ど
約
二
十

点
を
一
階
カ
ウ
ン

タ
ー
脇
に
企
画
展

示
し
た
。

　
ま
た
同
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
日
本
歯
科
大
学

図
書
館
所
蔵
書
よ

り
」
と
題
し
て
、

本
学
客
員
教
授

（
生
命
歯
学
部
解
剖
学
第
一

講
座
）
の
島
田
和
幸
先
生

が
、
図
書
館
の
歯
学
古
書
を

紹
介
し
て
い
る
。

　
島
田
先
生
は
鹿
児
島
大
学

名
誉
教
授
で
、
日
本
医
史
学

会
会
員
。
明
治
期
の
翻
訳
医

書
や
歯
学
書
、
そ
の
原
本
の

書
誌
な
ど
に
造
詣
が
深
い
。

Ｈ
Ｐ
で
は
、
地
下
二
階
の
貴

重
書
の
書
架
に
保
存
さ
れ

て
い
る
稀
覯
本
の
、Fox

や

A
ngle

、
戦
前
の
本
学
教
授

陣
の
著
書
に
つ
い
て
詳
細
に

解
説
さ
れ
て
い
る
。

東
京
・
図
書
館
で
企
画
展
示

Ｈ
Ｐ
で
所
蔵
貴
重
書
を
公
開

中原市五郎先生関連の文献を展示

　
平
成
二
十
七
年
度
ベ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
に
、
安
藤

文
人
准
教
授
（
附
属
病
院
矯

正
歯
科
）
と
小
野
裕
明
准
教

授
（
新
潟
生
命
歯
学
部
物
理

学
）
が
受
賞
し
、
六
月
一
日

の
創
立
記
念
式
典
で
表
彰

さ
れ
た
。
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
賞
は
、
学
生
評
価
の

合
計
点
お
よ
び
学
生
ア
ン

ケ
ー
ト
の
最
優
秀
者
で
、
両

学
部
の
ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー

賞
の
三
年
間
の
受
賞
者
か
ら

一
名
づ
つ
選
ば
れ
る
。

　
平
成
27
年
度

　
ベ
ス
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
賞

【
生
命
歯
学
部
】

⃝

１
位

　
解
剖
学
第
一
講
座
講
師

�

三
輪
容
子

⃝

２
位
　

　
化
学
准
教
授�

柴
田
　
潔

⃝

３
位
　

　
歯
科
理
工
学
講
座
助
教

�

青
柳
有
祐

【
新
潟
生
命
歯
学
部
】

⃝

１
位

　
解
剖
学
第
二
講
座
講
師

�

熊
倉
雅
彦

⃝

２
位
　

　
歯
科
補
綴
学
第
二
講
座
教
授

�

渡
邉
文
彦

⃝

３
位
　

　
物
理
学
准
教
授�

小
野
裕
明

ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞

　
新
潟
病
院
口
腔
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
科
の
上
田
一
彦
准
教

授
は
、
六
月
上
旬
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
南
部
の
古
都
ク
ラ

ク
フ
で
開
催
さ
れ
た�6th�

International�CA
M
LO
G�

Congress�

で
、
優
秀
ポ
ス

タ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
演
題
は「The�effect

of�abutm
ent�m

aterials�

on�peri-im
plant�soft�and�

hard�tissue�level�for�
three�years

」
で
、
ア
バ
ッ

ト
メ
ン
ト
材
料
が
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
周
囲
組
織
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

▼
東
京
の
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅

は
、
現
在
、
西
口
駅
舎
の
整

備
工
事
を
す
す
め
て
い
る
。

こ
れ
に
伴
な
っ
て
、
西
口
駅

舎
と
長
い
斜
路
を
撤
去
す
る

た
め
、
先
行
し
て
仮
駅
舎
を

建
築
し
て
、
西
口
駅
舎
を
移

転
さ
せ
る
。

▼
こ
の
仮
駅
舎
は
、
靖
国
神

社
側
の
線
路
脇
に
建
て
ら

れ
、
八
月
七
日
始
発
か
ら
使

用
さ
れ
た
。
乗
降
客
は
、
東

口
寄
り
の
斜
路
か
ら
線
路
を

ま
た
ぐ
跨
線
橋
を
わ
た
っ

て
、
仮
駅
舎
か
ら
出
入
り
す

る
。

▼
こ
の
仮
駅
舎
の
出
入
口
は

本
学
附
属
病
院
の
丁
度
向
い

側
に
な
る
。
本
駅
舎
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
前
に
竣
工
す
る

計
画
な
の
で
、
病
院
向
い
の

道
路
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で

一
日
中
乗
降
客
が
行
き
来
す

る
こ
と
に
な
る
。（
Ｓ
）

ニュースの現場から／超高齢社会を生きる

ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
賞
の
表

彰
状
を
授
与
さ
れ
る
安
藤
准
教

授(

上)

と
小
野
准
教
授(

下
）

上
田
准
教
授（
新

潟

病

院

�

口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
科

）

国
際
大
会
で
ポ
ス
タ
ー
賞

優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞
表
彰
楯
を
手
に
す
る
上
田
准
教
授

(
前
列
左
か
ら
二
人
目)

と
共
同
演
者
た
ち

◁
飯
田
橋
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
か
ら
、
本
学
附
属
病
院
と
体
育
館
を
望
む

飯田橋界隈


